
美しい景観を守っていくための

景観計画による景観誘導
人の営みが創りだす

景観のマネジメント

富良野市の景観づくりの考え方
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富良野市の景観の価値

美しい自然環境を背景とした人々の営みが景観を創り、観光資源となっている

富良野市の景観特性
• 景観の骨格を創りだす自然・地形
• まちの成り立ちや産業を物語る歴史・文化
• 市外の観光客に評価される景観資源
• 自然環境に垣間見る市民の愛着
• 広域の中の拠点都市

ヒアリング結果（景観づくりの課題）
• 農地への観光客の立ち入り
• 農地の大規模化と維持管理
• 歴史的建造物、樹木の保全と活用
• まちのイメージと合わせたクリーンな農業
• 市街地、リゾートエリアの景観誘導（エリアごとの景観誘導）

景観と農業や観光が密接に連動しているため、仕組みがあることで持続可能となる

富良野市の持続的な景観づくりを進める

景観誘導と景観のマネジメントの考え方を踏まえた持続的な景観づくりへ
●基本理念（目指す姿）、基本方針

●景観計画の区域

●エリアごとの景観づくりの展開（推進方策を含む）

推進方策の検討に向けた意見交換資料

別紙３



2

• 景観のマネジメントは、保全・整備・活用による進める仕組みと考えます。

• 今の富良野市の景観が形成された過程や経済活動の中にも「景観のマネジメント」の考
え方が息づいているため、仕組みとして認知されることで、持続的な景観づくりの効果が
高まると考えられます。

得られた収益を
景観の維持管理
に充てる

保全された景観を活用
して収益を獲得する活用

保全 整備

景観
マネジメント

収益を基に、地域に
ふさわしい環境を整
備する

農地
森林

歴史的建造物
空家・空地
観光

自然観察会
参加

植林

コーディネーター
養成

建築物などの
保護・修繕・維
持管理

カフェ、飲食

観光客
農村交流

利用、
商品の購入

農地の維持管理
撮影者の認定制度

空き地などで
の収穫市

来訪者による
経済活動

小さなツーリズム

農地

森林

歴史的建造物

観光

空家・空地

観光

景観のマネジメント
の主な対象

景観のマネジメント（イメージ）

推進方策の検討に向けた意見交換資料



富良野市の
景観づくりの
主体

「推進方策」として検討する視点
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• 富良野市の美しい景観を守る誘導（景観形成基準・届出制度）に加えて、「エリアごと」や
「多様な主体」が協働で取り組む（推進方策）ことで、景観づくりの効果が高まると考えら
れます。

• 推進方策は、エリアごとでの展開、市民・団体・事業者・行政など多様な主体が関わって
協働で行っていくことが考えられます。

⑤森林景観エリア

②田園景観エリア

④沿道景観エリア

①市街地景観エリア

全エリア共通

③リゾート景観エリア
（北の峰・御料）

■エリアごとの展開 ■多様な主体

市民

団体
事業者

行政

NPO、まちづくり団体
農業、森林、商業、観光
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